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【背景】半導体光触媒に貴金属ナノ粒子を担持させ、局在表面プラズモン共鳴(LSPR)を利用して

可視光応答性を付与することができる[1]。貴金属ナノ粒子の LSPRは可視領域に存在するが、高

密度にキャリアドープした半導体ナノ粒子は近赤外領域に LSPRを示し、その波長はキャリア密

度の制御により変化する[2]。このような半導体ナノ粒子は、貴金属ナノ粒子のように半導体と

複合化しなくても、近赤外光照射下で光触媒活性を示す可能性がある。そこで、CuxS ナノ粒子

について、その近赤外 LSPRを共鳴励起し光触媒活性の有無を調査した。 

【実験方法】3~30 nmの種々のサイズの CuxSナノ粒子を合成した[3]。これらを酢酸とアセトン

で洗浄して表面の有機配位子を除去した。ナノ粒子の光触媒活性を、メチレンブルー(MB)の脱

色を利用して評価した。Xeランプ光からフィルターで 800 nmより長波長の光を選択し、ナノ粒

子を添加したMB水溶液に照射した。吸収スペクトルを測定してMBの分解を確認した。 

【結果と考察】Fig.1に４種の CuxSナノ粒子及び MB

の吸収スペクトルと、フィルターの透過率を示す。ナ

ノ粒子の 1000~1700 nmの吸収帯は、LSPRの吸収ピー

クである。照射光の波長は、MBの吸収帯から外れ、

CuxSナノ粒子の LSPRバンド全体をカバーしている。

Fig.2 は、CuxS -①を 3 mg と 6 mg 添加した場合の、

MBの分解の進行を示す。比較のために、ナノ粒子を

添加しない場合の測定結果を○で示した。この結果

は、ナノ粒子を添加すると、MBの分解速度が向上す

ることと、ナノ粒子の添加量が多いと分解が速いこと

を示している。すなわち、CuxS ナノ粒子が MB の分

解を促進することが分かる。MB の分解メカニズムと

して、一般的な光触媒と同様に励起キャリアにより生

成した活性酸素種による分解の他に、LSPR の緩和に

伴う熱の影響も考えられる。MB の分解メカニズムを

検討し報告する。 
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Fig.1 Absorption spectra of CuxS nanoparticles 

and MB, and transmission spectrum of 

the filter. 
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Fig.2 Relative concentrations of MB  

under NIR light irradiation. 
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